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地域のうごき　【北大呑地区】

　百海町会において独自のマップを作成し

ました。このマップは防災の観点から、災

害における警戒区域や避難場所が記載され

ていることと、マーカーで自由に記入する

ことができるため、日頃の住民同士のつな

がりやささえあいの形を記述できる福祉的

な要素も含んでいます。

　このマップを活用して、平常時のお付き

合いから緊急時の要援護者の助け合いの仕

組みづくりを行っています。



地域福祉推進会議の委員募集
　七尾市社会福祉協議会では、計画の見直し・評価に
参画していただく委員を１名募集します。
　希望される方は七尾市社会福祉協議会事務局まで封
書で必要事項を記入して応募してください。電話での
受け付けは致しかねますのでご了承ください。
◆応募資格
　・七尾市に住民票を置く20歳以上の方
　・年５回程度開催される会議に出席できる方
◆必要事項
　・住所、氏名、年齢、連絡先、職業等
　・地域福祉活動についての考えや思い等を400～
　　600字程度でお書きください。
◆〆　切　平成27年４月17日（金）必着
◆その他　応募多数の場合、応募動機や経験などから
　　　　　選考します。
◆応募先
　〒926-8550　七尾市本府中町ヲ部38番地
　（七尾サンライフプラザ内）FAX：0767-53-4100
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計
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下
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迎
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平
成
23
年
度
に
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
に
、
①
支
え
合
い
の
「
し

く
み
」
づ
く
り
、
②
支
え
合
い
の
「
こ
こ
ろ
」
づ
く
り
、
③
支
え
合
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活
動
の
場
」
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り
を
施
策
の
3
本
柱
と
し
た
、
第
2
次
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域
福

祉
活
動
計
画
（
以
下
、
活
動
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
を
も
っ
て
10
ヶ
年
計
画
の
中
間
を
折
り
返
す
こ
と
も
あ
り
、

下
半
期
に
向
け
て
、
地
域
の
実
情
と
現
在
の
計
画
を
照
ら
し
合
わ
せ
て

見
直
し
を
行
い
、
今
後
の
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
・
強
化
を
よ
り
計
画

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
協
議
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
福
祉
推
進
会
議
を
設
置
し
、
七
尾
市
の

策
定
す
る
地
域
福
祉
計
画
と
連
携
を
図
り
、
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ま
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
を
活
か
し
な
が
ら
、
現
行
の
活
動
計
画
を
見
直
し
て

い
き
ま
す
。

平成27年度　事業計画の概要と予算
～みんなで築こう希望と安心しあわせ実感の福祉でまちづくり～

 ●基本方針　　～支えあいの『しくみ』づくり『こころ』づくり『活動の場』づくり～
　七尾市社会福祉協議会は、「みんなで築こう 希望と安心 しあわせ実感の 福祉でまちづくり」の基本理念のも
と、地域福祉を推進する中心団体として、市民の誰もが、自分の住み慣れた地域で、生きがいと楽しみをもって、
安全に安心して生活できる地域社会の実現を目指し、個別支援（くらしを守る）と地域支援（つながりをつくる）
に取り組みます。

 ●重点施策と主要事業　　　　　　予算総額　２１７，５５２千円（前年度比２６，４８９千円増）
１ 安全･安心な地域社会づくりに向けた地域福祉事業の推進

新　規　⑴ あらゆる生活課題への相談に応じる「生活サポートセンターななお」事業の推進
継　続　⑴ 地域福祉ネットワークの拡充と活動強化支援
　　　　⑵ 高齢者、障害がい児・者、要援護者等が尊厳をもって生活するための権利擁護事業の推進
　　　　⑶ 地域福祉を支える人づくりの推進
　　　　⑷ 障がい者特定相談支援事業の実施に向けた体制整備
　　　　⑸ ボランティアセンター事業の推進

２ 住み慣れた地域で暮らし続ける在宅支援事業の推進
新　規　⑴「在宅医療・介護支援センター」事業の推進
　　　　⑵ 介護支援ボランティア事業の実施
　　　　⑶ 介護保険制度改正に伴う新たな地域支援事業への対応
継　続　⑴ 地域包括支援センターの人員体制強化及び事業の推進
　　　　⑵ 居宅介護支援事業「ふれあい介護七尾市社協」の推進

３ 「七尾市地域福祉活動計画」の見直し
継　続　⑴「地域福祉推進会議」での調査、審議
　　　　⑵ 七尾市地域福祉活動計画の改訂

４ 社協組織の強化と行政との連携推進
新　規　⑴ 七尾市社協行動宣言、職員行動原則の取り組みに向けた職員

の意識改革
継　続　⑴ 七尾市との人事交流による地域福祉推進事業の協働･連携強化
　　　　⑵ 各種事業の推進と広報活動の強化による「見える化」の促進
　　　　⑶ 市社協コンプライアンス及び個人情報保護の取り組み強化
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　　　　収　　　　　　入　　　　　　（単位：千円）

会費 7,346
寄付金 301
経常経費補助金 30,564
受託金 119,061
事業利用料 573
介護保険事業 37,555
障害福祉サービス 126
受取利息配当金 4,810
その他 102
拠点区分間繰入金 7,538
サービス区分間繰入金 471
積立預金取崩し 4,281
前期未支払資金残高 4,824

収　　支　　計 217,552

　　　　支　　　　　　出　　　　　　（単位：千円）

法人運営事業 47,602
地域福祉推進事業 5,250
共同募金助成金事業 1,750
ボランティアセンター事業 1,828
福祉センター運営事業 2,371
権利擁護推進事業 235
福祉サービス利用支援事業 5,463
生活福祉資金貸付事業 793
生活困窮者自立促進支援事業 16,327
居宅介護支援事業 19,204
地域包括支援センター事業 63,360
予防プラン作成事業 19,452
在宅医療・介護連携推進事業 2,852
介護予防普及啓発事業 1,917
社会参加促進事業 2,082
障がい者特定相談支援事業 126
児童館運営事業 22,140
基金運営事業 4,800

支　　出　　計 217,552



○
特
別
賛
助
会
費
（
１
口
１
万
円
　
企
業
・
団
体
な
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◇
石
川
印
刷
◇
岡
部
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
◇
三
林
内
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胃
腸
科
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ダ
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ヤ
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井
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業
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ヶ
江
地
区
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祉
協

議
会
◇
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立
能
登
総
合
病
院
◇
八
幡
◇
能
登
島
交
通
◇
松
乃
寿
し　

○
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通
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助
会
費
（
１
口
千
円
　
個
人
な
ど
）

◇
石
垣
歯
科
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
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◇
鳥
居
貞
利
◇
奥
村
義
治

○
寄
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金

◇
七
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
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（
３
万
４
千
円
）
◇
七
尾
美
術
作
家

協
会
（
10
万
円
）
◇
匿
名
（
５
万
円
）
◇
矢
田
郷
公
民
館
（
５
千
円
）

○
寄
贈
品

◇
匿
名
（
も
ち
米
30
㎏
） 

・
米
は
市
内
の
困
窮
者
支
援
物
資
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

◇
マ
ル
ハ
ン
七
尾
店
（
車
イ
ス
１
台
）

◇
七
尾
鹿
島
地
域
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

北
陸
労
働
金
庫
七
尾
支
店

（
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ロ
ー
プ
1
台
・
安
心
ス
ロ
ー
プ
携
帯
用
1
台
）

○
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
寄
贈
品
　

◇
林
ミ
ツ
エ
◇
大
畠
幸
子
◇
北
星
小
学
校
◇
青
山
彩
光
苑

（
古
切
手
1
袋
）

・
使
用
済
み
切
手
は
、
石
川
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
振
興
基
金
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

◇
匿
名
（
書
き
損
じ
は
が
き
１
２
７
枚
） 

・
は
が
き
は
切
手
に
交
換
さ
れ
、
県
内
の
福
祉
団
体
に
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略　

３
月
24
日
現
在
）

赤い羽根共同募金ご協力ありがとうございました
窓口募金箱設置、寄付にご協力いただいた企業、団体など
▽加賀屋▽のと共栄信用金庫本店・川原町支店・小丸山支店・和倉支店・鹿北支店▽ＪＡ能登わかば本店・徳田支店・和倉温泉支店・田鶴
浜支店・中島支店・能登島支店▽北國銀行七尾支店・鍛治町支店・和倉支店・田鶴浜支店・中島支店▽興能信用金庫七尾支店・七尾南支
店・田鶴浜支店・中島支店▽北陸銀行七尾支店▽北陸労働金庫▽主婦の店▽スポーツクラブフィットネスガレージ▽石川トヨペット▽ダイ
ヤス▽ぴゅあ▽リックスやま岸▽今村石油▽七尾都市開発▽香島津▽佐原病院▽円山病院▽恵寿総合病院▽能登総合病院▽青山彩光苑▽和
光苑▽みのり園▽あっとほーむ若葉▽あっとほーむイースト▽あっとほーむウエスト▽あっとほーむコモド▽田鶴浜郵便局▽中島郵便局▽
能登島郵便局▽本宮保育園▽七尾商工会議所▽能登鹿北商工会▽七尾美術館▽能登島ガラス美術館▽能登島水族館▽アスロン▽のと蘭ノ国
▽いやしの湯▽能登小牧台▽能登演劇堂▽中能登総合事務所▽能登中部保健福祉センター▽七尾税務署▽七尾社会保険事務所▽市内公民館
▽七尾市役所▽ミナ・クル▽フォーラム七尾▽サンビーム日和が丘▽健康福祉センターすこやか▽田鶴浜診療所▽市民センター（田鶴浜・
中島・能登島）▽日蓮宗６ヶ寺▽フィットネスミナクル７０

3　社協だより

平
成
27
年
度
賛
助
会
員（
会
費
）募
集
中

　

賛
助
会
費
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
地
域
福
祉
活
動
へ
の

参
加
、
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
会
員
に
な
る
こ
と
で
地
域
福
祉
を
支
え
、
福
祉
活
動
に
つ
な

が
り
ま
す
。
賛
助
会
費
は
、
七
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
進
め
る
地
域
福
祉
推
進
事
業
の
貴
重
な

財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
会
費
の
種
類
】

　
　

〇
特
別
賛
助
会
費
（
１
口
１
万
円　

企
業
・
団
体
な
ど
）

　
　

〇
普
通
賛
助
会
費
（
１
口
千
円　

個
人
な
ど
）

　

～
賛
助
会
費
・
寄
付
金
の
使
い
み
ち
～

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
、
災
害
食
講
座
、
配
食
・
会
食
、
よ
り
あ
い
の
場
実
施
団
体
、
地

区
広
報
誌
発
行
、
地
域
福
祉
推
進
員
研
修
会
助
成
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
研
修
会
な
ど

社
協
は
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
心
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

社
協
は
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
心
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

 報 告　平成26年度 赤い羽根共同募金

募金総額 16,458,928円
（一般募金と歳末募金を合わせて赤い羽根共同募金です）

　【内　訳】
一般募金 6,802,717円　平成27年度に県内、市内の福祉支援、被災地支援に使われます。
歳末募金 9,656,211円　平成26年度中に市内15地区の地域福祉に使われました。

歳末募金(地域歳末たすけあい募金)は、各地区によって使い道は異なります。
見舞金品配布 3,884,235円　地域福祉ネットワーク活動 1,463,585円
高齢者支援活動 3,645,976円　施設・団体助成 120,000円　児童健全育成活動 542,415円

七
尾
鹿
島
地
域
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
様

北
陸
労
働
金
庫
七
尾
支
店
様
よ
り

マ
ル
ハ
ン
七
尾
店
様
よ
り



福祉体験出前講座
　七尾市社会福祉協議会では、福祉教育の推進を図るため、「福祉
体験出前講座」を実施しています。自分は地域で何ができるだろう？
や介護や介助される方の気持ちを知りたい！子ども達の思いやる気
持ちを養わせたい！など、ねらいや目的は様々だと思いますが、ど
んなニーズにもお応えできるような講座を提供いたします。
　身近な小地域や学校等での福祉教育、事業所等での職員の福利厚
生の一環としてお気軽にご利用ください。

　申込については、本会まで直
接ご相談していただくか、ホー
ムページからも申込の様式をダ
ウンロードできますので、そち
らもご利用ください。

■  報告  パソコン点字体験講座    
◆日　時：平成27年１月24日（土）　11名参加
　　　　　　　　　１月31日（土）　８名参加
◆場　所：七尾サンライフプラザ
◆講　師：石川県点訳友の会
　　　　　点字指導員　北村　正毅 氏

　視覚障がいへの理解とコミュニケーション
を深めることを目的として開催しました。
　内容は、点字の概要やしくみの説明から、
パソコンで実際に点字入力を行うなどの体験
をしていただきました。講座を通じて、今後
も点字を続けたいという受講者もおられ、こ
れからのさらなる活躍に期待します。

■  活動報告  災害ボランティア講座    
◆日　時：平成27年２月７日（土）　72名参加
◆場　所：七尾サンライフプラザ
◆講　師：北陸学院大学　人間総合学部社会学科　
　　　　　准教授　田中　純一　氏

　避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験する
避難所運営ゲームをしまし
た！本講座で「平時できない
ことは非常時にできるはずが
ない。」、「本当に実感した。」、

「大いに参考になった。」、「初
めて気づく事が多い研修でし
た。」との感想を頂きました。

■本格始動！外出支援ボランティア     
　外出支援ボランティアは「いつまでも住み慣れた地域で、自分らしくいきいき暮らせる地域」を目指し活動します。
地域には、様々な理由で「外出」することができない方がいらっしゃいます。「一人では色々と不安」「誰か一緒に行っ
てくれれば」という声に応えるため、食事・移乗・歩行・車イス等の軽度介助の講習を修了したボランティアが、パー
トナーとして付き添い、必要な介助をすることで、余暇活動の外出をお手伝いします。　●対象：外出のお手伝いが必
要な七尾市民　（例　高齢者・障害者など）

  ホームページ：http://www.nanaosyakyo.jp
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七尾市ボランティアセンター
　～広がれ、ボランティアの輪～　



地
域
に

〝
さ
さ
え
あ
い
〟
の
芽
を

　

七
尾
市
社
協
で
は
、
地
域
の
方
が
気
軽
に
寄
り
あ
い
、
交
流
で
き
る

地
域
活
動
拠
点
づ
く
り
と
し
て
「
よ
り
あ
い
の
場
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
や
近
隣
の
住
民
誰
も
が
気
軽
に
寄
れ
る
交
流
の

場
づ
く
り
を
月
１
回
以
上
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
助
成
し
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
る
際
、
近
隣
へ
の
周
知
の
た
め
の
通
信
費
用
や

講
師
謝
金
、
活
動
に
必
要
な
備
品
購
入
な
ど
へ
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

左
記
の
例
を
参
考
に
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら

取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
は
七
尾
市
社
協
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て

　

七
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
低
所
得
世
帯
で
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
一
時
的
な
福
祉
機
器
の
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

＊
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
身
体
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
他
の
施
策
が
優
先
で
す
。

貸
出
物
品
：
電
動
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
（
自
走
兼
介
助
用
）、
ス
ロ
ー
プ

貸
出
期
間
：
最
長
１
年
（
た
だ
し
、
介
護
保
険
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
す
る
ま
で
の
期
間
）

利
用
料
：
無
料
（
ベ
ッ
ド
の
場
合
搬
入
搬
出
料
４
，
３
２
０
円
は
必
要
に
な
り
ま
す
）

利
用
例
：
病
気
や
け
が
の
回
復
ま
で
、
1
カ
月
ほ
ど
車
い
す
を
使
い
た
い
。
身
体
障

害
者
手
帳
交
付
の
申
請
を
し
た
ば
か
り
で
、
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
ま
で
の
間
、

電
動
ベ
ッ
ド
を
貸
し
て
欲
し
い
。

＊
ご
相
談
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

七
尾
市
介
護
支
援
ポ
イ
ン
ト
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

高
齢
者
自
ら
の
健
康
の
維
持
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
い
き
い
き
と
元
気
に
暮
ら

す
こ
と
で
で
き
る
地
域
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
が
、
七
尾
市
指
定
の
介
護
保
険
施
設
な
ど
で
行
事
の
補
助
や
利
用

者
の
話
し
相
手
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
た
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
換
金
で
き
る
制
度
で
す
。
ま
ず
は
登
録
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

対　
　

象
： 

65
歳
以
上
の
市
民
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

活
動
内
容
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
補
助
、
利
用
者
の
話
し
相
手
な
ど

活
動
場
所
：
七
尾
市
が
指
定
す
る
介
護
保
険
施
設
な
ど

ポ
イ
ン
ト
： 

活
動
１
時
間
に
つ
き
１
ス
タ
ン
プ
（
１
ポ
イ
ン
ト
）。
年
度
内
50
ポ
イ
ン

ト
（
５
，
０
０
０
円
）
が
上
限
で
す
。

登
録
窓
口
：
七
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
集
会
所
に
近
隣
の
高
齢
者
同
士
が
集
ま
り
茶
話
会
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
等
を
開
催
す
る
。

●
子
育
て
世
代
の
お
悩
み
相
談
や
、
子
育
て
経
験
が
あ
る
方
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
情
報
交
換
を
す
る
。

●
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
同
士
の
情
報
交
換
や
、
介
護
経
験

の
あ
る
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。

取
り
組
み
内
容
の
例

5　社協だより
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≪サンライフ児童センター≫
　本府中町ヲ部３８番地
　（七尾サンライフプラザ内）

☎53-5486　
◆開館時間：9:00～ 17:00
◆休館日：月曜日、第3日曜日、
　　　　　祝日

　０歳から１８歳未満の児童・幼児
親子が利用出来ます。
　子育て中のママたち、是非一度
遊びにお越しください。
　毎月の予定は七尾市
ＨＰをご覧ください。

≪田鶴浜児童館≫
　田鶴浜町ニ部117番地
　（田鶴浜公民館内）

☎68-3650　
◆開館時間：14:00 ～ 17:00
◆休館日：日曜日、祝日、
　　　　　第2・4・5土曜日

・児童のバスケットボール・大正琴・切り絵・クッキング・和太鼓などの教室
・館外活動（いしかわ動物園など）・食育体験
・乳幼児親子（リトミック・お楽しみ会・お話会・ティータイム・など）を実施しています。

≪北大呑児童館≫
　庵町ウ部23番地の2
（北大呑公民館２階）

☎59-1250　
◆開館日・時間などはサンライフ児
童センター (53-5486)までお問
い合わせください。

≪御祓児童館≫
　一本杉町１２４
（御祓公民館3階）

☎53-1397　
◆開館時間：9:00～ 17:00
◆休館日：月曜日、第3日曜日、
　　　　　祝日

≪中島児童館≫
　中島町上町ヲ部85番地
　（旧熊木保育園）

☎66-0123　
◆開館時間：14:00 ～ 17:00
◆休館日：日曜日、祝日、
　　　　　第2・4・5土曜日

児 童 館 へ 行 こ う ！

「生活サポートセンターななお」ミナ.クルで本格始動！

　昨年10月からモデル事業として活動していたセンターです
が、４月１日から生活困窮者自立支援制度施行に伴い、いよい
よ本格始動しました。
　新しい相談場所として七尾サンライフプラザからミナ.クル２
階の健康福祉部内にブースが移動しました。
　生活援護、障害者福祉、高齢者福祉、保険など、福祉関係課
との連携が取りやすくなり、各関係機関と連携しながら生活に
困窮されている方の自立への一歩をお手伝いしていきます。
　生活に困窮しそうで不安を抱えている方、これからの生活をどうしていいかわからずに一人で
悩んでいる方、ミナ.クルでお待ちしています。
　問題を整理し、解決のために皆さんがどこから何をしていけばいいか、一緒に考えましょう。

電　話　☎57-5
ここからやろう

086
所在地　七尾市神明町1番地　ミナ.クル２階（健康福祉部内）



65歳以上の方の相談窓口です

まもり隊

ふせぎ隊 ささえ隊

つなげ隊

相談は無料です！気軽にご相談ください！
☎ 53-5789 E-mail  :  n-ris-nao@nanaosyakyo.jp

7　社協だより

七尾市地
域包括支援センター

 私たち！高齢者いきいき生活応援し隊

今回は つなげ隊 を紹介します
あなたが地域で安心して生活できるよう
色々な資源とつなぎ、支えます。

　私たち地域包括支援センターは、七尾市に住む高齢者の方々が、住み慣れた地域で自分らしい生
活を過ごすことができるように、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供し協力して
いけるよう事業をすすめています。
　そのためには、関係機関とのつながりを強め、地域にあるサービスや支援体制をつなぎながら、
安心して暮らしていけるよう支援することが必要になります。
　具体的には、地域にあるいろんなサービスの情報をまとめて、身近な地域で活用していただいた
り、高齢者を支援しているケアマネジャーから相談支援やより良い支援の方法をケアマメジャーと
一緒に考えたり、関係機関とケアマネジャーをつないだりしながら、地域で支えるつながりを作っ
ています。地域にある情報や地域での支援が必要な場合は、気軽にご連絡下さい。

①関係機関との連携体制
　をつくる
②ケアマネジャー同士の
　ネットワークの支援
③ケアマネジャーの実践
　力向上支援
④その他

地域における
ネットワーク

個々のケアマネジャーへのサポート

親族

行政

ケアマネジャー

サービス
事業者

地域のサービス

医療機関

近隣住民

その他

利用者や家族

地域包括支援センター

住み慣れた
地域で生活

① ④
② ③

①チームの一員としてサポート

②支援チーム全体へのサポート

③所属組織へのサポート

④ケアマネジャーへのサポート



相談内容の秘密は守られます。
民生委員・児童委員は秘密を守る義務がありますので安心してご相談ください。

七尾市民生委員児童委員協議会
TEL0767-52-2099（七尾市社会福祉協議会内）
FAX0767-53-4100

七尾市民生委員児童委員協議会だより

　民生委員・児童委員は地域の福祉を担うボラン
ティアとして、厚生労働大臣から委嘱されています。
　誰もが安心して生活できる地域づくりのため
に、地域住民の身近な相談相手として、また専門
機関へのつなぎ役として日々活動しています。
　全国で約23万人、七尾市では、204名が活動し
ています。

 広げよう　　　　　　　　
地域に根ざした 　

　　　　　　　　思いやり
５月12日は、　　　　　　　　　　　
「民生委員・児童委員の日」です。

社協だより　8

　日々、地域の高齢者や障がいのある方の安否確

認や見守り、子どもたちへの声かけなどを行って

います。医療や介護の悩み、妊娠や子育ての不安、

失業や経済困窮による生活上の心配事など、さま

ざまな相談に応じます。地域の住民の身近な相談

相手、専門機関へのつなぎ役として、さまざまな

生活上の困りごとの相談支援に取り組んでいます。

　民生委員・児童委員の中には、各地域を担当す

る委員と担当地域をもたず子どもや子育てに関す

る支援を専門に担当する主任児童委員がいます。

　主任児童委員は、区域担当の民生委員・児童委

員と連携しながら、子育ての支援や児童健全育成

活動などに取り組んでいます。

　平成26年度   冬期研修会
　平成27年２月17日（火）和倉温泉のと楽において、「地域
の福祉課題に対する民生委員児童委員の関わり方について」
をテーマに研修会を開催しました。
　基調講演では、日本福祉大学教授　小松理佐子　先生から、
「安心して暮らし続けられる地域づくり－民生児童委員の役割
と課題－」と題して、民生委員・児童委員に期待されている
活動・支援、福祉課題に対する関わり方について事例を交え
講演いただきました。

　また、基調講演後のグループワーク
では、高齢・障がい福祉部会、地域
福祉推進部会、児童福祉部会の３部会
ごとに、地域における取組や課題につ
いて、意見を交わしました。

民生委員・児童委員とは？

主任児童委員とは？

日常生活の困りごとについて私たち民生委員・
児童委員が相談に応じています。

◆市民くらしの相談
　相談日：毎月第１～４水曜日 10:00 ～ 12:00
　場　所：七尾市役所
　問合せ：市民男女協働課　℡ 53-1112



七尾市老人クラブ連合会
～元気にいきいきと～

　全国老人クラブ連合会では、「全国１００万人会員増強運動」を推進することとなりました。趣味・レクリエー
ションなどの生きがいづくり、介護予防学習や体操で健康寿命をのばす、同世代での支え合いをとおし仲間づ
くり、世代間交流などの地域づくり、さまざまな活動を楽しく行っています。

◇内閣府「エイジレス章」 　　　　　　
☆坂井　志げ子（白馬町）
　平成16年に「元気かいね」グループ白馬を立ち上げ、
歌と踊り、手工芸、食事会、福祉施設や他グループと
交流を深める活動を行っている。

◇環境美化活動　　　　　◇女性委員会活動　　　　　　　
清掃奉仕、花づくりなど　　　　　　教養講座、料理実習、ふれあいの集いなど

◇生きがいと健康活動 　
　色々なスポーツ大会を通して会員相互の交流と健康増進を
はかります。

・七尾市長杯グラウンド・ゴルフ大会
・石川県知事杯グラウンド・ゴルフ大会
・老人と子どものスポーツ大会　
・七尾市議長杯スカットボール大会
・七尾市社会福祉協議会長杯ゲートボール大会　

◇いきいき講座　　　　　　 ◇高齢者体力測定普及・啓発モデル事業   
　
介護予防に向けた体操、医療、介護制度 モデル地区☆熊木長寿会(中島地区)
などの知識を学び、情報を得ることがで 体力測定を実施したことで自分の体力を知り日々の生活で行え
きます。 る体操などの学習ができた。

◇七尾市老人クラブ大会・リーダー研修会　　
　平成27年1月8日（木）に和倉温泉のと楽で開催され146名の
会員が参加しました。
　平成26年度は、「ボケたくないよね！人生は」と題して、健康生
きがいづくりアドバイザー　森井　勇氏に講演していただきました。

☆七尾市老人クラブ会長表彰　☆27名受賞　（敬称略）　
鰀目　定男　村本孝一郎　脇本　玲司　堀岡　啓吾　中野あや子
清水　一子　堀　　秋雄　岡崎　明子　田中　昌一　吉田　敏子
中島　　繁　森田キミ子　浜田阿佐子　山本　　龍　山本　清昭
林田　正利　白山　　昇　佐藤　公英　宮本　利秋　吉村　武三　
原　　明弘　水上彌八郎　酒谷　享子　本谷　　博　近藤　整弘
松本久美子　木本　真穂

☆リーダー研修発表者
 　近藤　整弘　中村　勝征

仲間づくり・地域活動づくり！

体力づくり・健康づくり！

七尾市老人クラブ大会・リーダー研修会

（敬称略）

9　社協だより

  七尾市老人クラブ連合会事務局（七尾市社会福祉協議会内）
  　　　　　　　　　　　　 TEL 52-2099　FAX 53-4100

◇石川県老人クラブ大会
　「のばそう！健康寿命、担おう！地域
づくりを」のテーマで、平成26年10月
31日（金）金沢歌劇座で開催されました。

☆石川県老人クラブ連合会会長表彰
　優良老人クラブ：高階第三老和会

仲
間を
ふやそう

！
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　福祉総合相談
相談日：月曜～金曜日
時　間：９：00 ～ 17：00
場　所：七尾市社会福祉協議会相談室
申込先：七尾市社会福祉協議会

  お問い合せ

社会福祉法人 七尾市社会福祉協議会  七尾市本府中町ヲ-38
  TEL ５２－２０９９（代表）    FAX ５３－４１００（共通）
ふれあい介護七尾市社協　　　 TEL ５３－１８８０
七尾市地域包括支援センター　 TEL ５３－５７８９
生活サポートセンターななお　 TEL ５７－５０８６
Ｅメール：nasyakyo@nanaosyakyo.jp　ホームページ：http://www.nanaosyakyo.jp

 編 集 後 記

　新芽が芽吹く季節となりましたが、本誌にお

いても地域で支え合いの芽を育んでいる市民の

みなさんの姿をお伝えしていきたいと思います

ので、本年度もご愛読のほどよろしくお願いい

たします。

　弁護士による
　無料法律相談（要予約）
開催日：4月21日㈫・5月19日㈫・6月16日㈫
時　間：13：00 ～ 15：00
　　　　※一人につき30分の相談となります
場　所：七尾市社会福祉協議会相談室
申込先：七尾市社会福祉協議会

  嘱託職員（１名）
　　　 を募集します
募集する職種：
主任ケアマネジャー（主任介護支援専門員
研修を修了した方）もしくは、ケアマネ
ジャーとして５年以上の実務経験がある方

職務内容：地域包括支援センターにおける
　　　　　主任ケアマネジャー業務等

募集期間：４月27日㈪必着

試　験　日：５月１日㈮　14:00 ～
　　　　　作文試験、面接

採　用　日：５月から（相談に応じます）

お問い合わせ：七尾市社会福祉協議会
　　　　　　　 企画管理課 人事担当　直まで

《有料広告募集》

　ななお社協だよりは年４回（４
月・７月・10 月・１月）発行し
ています。全世帯に配付され、
また市内公民館等にも設置して
います。
　広告をご希望の方は、
☎ 52-2099 まで、
お問い合わせください。

第10回 七尾市民健康
福祉まつり出展者募集！！
　今年は10月３日㈯にミナ.クル及びパトリア周
辺で開催します。
　今回で10回目ということで、健康と福祉に関
する出展者を大募集～！！
　ステージ出演やセルプ販売、健康づくりなど、
さまざまな内容の応募をお待ちしています。
　市民みんなで七尾の健康と福祉を盛り上げよ
う！！
　申込期限は4月24日㈮までです。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

　七尾市民健康福祉まつり市民委員会事務局
　（七尾市社会福祉協議会内）
　〒926-8550　七尾市本府中町ヲ部38番地
　（七尾サンライフプラザ内）
　TEL：52-2099　FAX：53-4100


